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１　施設名称

東京都立海の森公園

２　指定管理者候補者

海の森公園パートナーズ

（構成）

西武造園株式会社

一般財団法人公園財団

３　収支計画書

（単位：千円）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 計

13,530 289,300 289,300 289,300 289,300 289,300 1,460,030

－ － － － － － －

13,530 289,300 289,300 289,300 289,300 289,300 1,460,030
差引

（都への提案額）

指定管理者候補者の提案額

項目

総支出額  

利用料金収入



行政に代わって公の施設を地方自治法に基づき管理する指定管理者の役割を踏まえた上で、
管理運営に対する貴団体の基本的な考え方を述べて下さい。

Ⅱ 事業計画

１ 管理運営に関する基本的事項

（１）公の施設の管理運営に対する基本的考え方

1．公の施設を管理する指定管理者の役割

2.海上公園の管理運営の基本的な考え方

指定管理者は公の代行者として公の施設の目的や役割を正しく認識し、法令を遵守した公

平・公正な管理運営を通じ、施設の効用を最大限に発揮させる責務があります。多様化・高度

化する利用者ニーズを的確にとらえ、あらゆる人に常に平等な利用の機会を創出・提供し、き

め細やかで質の高いサービスを効果的かつ効率的に実現することが求められています。

海上公園は、全国に類のない東京都海上公園条例に基づき、「都民に海を取り戻す」という

コンセプトのもと、次のような目標や視点に基づいて、高度経済成長期に失われた豊かな環境

を整備し、人々と海との豊かな関わりを取り戻すべく管理運営されてきたと認識しています。

指針等 海上公園の目標等

「海上公園ビジョン」
(平成29年5月)

これまで以上に都民が海と触れ合いながら、憩い、安らぎ、楽しむことが
できる空間として、より効果的に活用し、臨海地域のブランド力、東京の
都市力の向上に繋げていくことを「新時代の海上公園の目標」とする。

｢Tokyo GREEN BIZ
東京都の緑の取組

Ver.2」(令和6年1月)

「みどりを『育てる』取組」における「東京グリーンビズ･ムーブメント｣
の一翼を担う。

これらの歴史的背景や目指すべき目標等に基づき、海上公園が持つ様々な資源や空間的特性

を活かしながら、都民をはじめ多様な主体との連携・協働により、環境保全への取組や賑わい

と交流の空間づくりを行うことが重要であると考えます。

このため、公の施設を管理する者としてこれまでの実績と経験を活かしつつ、遵守すべき法

令や条例等を全スタッフで正しく理解・行動し、さらに現場に応じた研修やマニュアルの活用

等の取組を通じて技術力を高めるとともに、公正な組織運営により社会的責務を果たして参り

ます。

以上を踏まえて、私たちは、海上公園の管理運営の視点に以下の５つを掲げ、公の代行者と

して、利用者のニーズと社会からの信頼に応える公園マネジメントに全力で取り組みます。

１ 公の代行者として、コンプライアンスの遵守を徹底する

２

多様な主体との連携・協働で公園づくりに取り組む

３

４

安全・安心で快適な利用環境を確保する

生物多様性の保全と環境負荷低減に取り組む

効果的かつ効率的な管理運営に取り組む

５



仕様書 第３ 管理運営方針にある「資源循環」及び「都民協働」のコンセプト及び【活かすべき特徴】【利活用
方針】を踏まえ、海の森公園の管理運営における基本理念について述べて下さい。
それに対して貴団体のノウハウをどのように活かし、指定管理期間終了後に海の森公園をどのような姿に
したいと考えているか記載してください。また、環境再生や環境学習、人材育成、交流の拠点として同公園
を活用する取組についても記載して下さい。
共同事業体（以下、「コンソーシアム」という。）の場合は各構成員の役割についても示してください。

（2）海の森公園の管理運営における基本理念

1. 海の森公園の管理運営の基本的な考え方および基本理念

2. 基本理念を体現する主な取組と活用するノウハウ・将来の公園の姿

海の森公園（以下､｢本公園｣という｡）が担うべき役割を最大限に発揮するためには、整備段階から
森づくりや賑わいづくりに取り組んでこられたボランティアや企業等との連携・協働が不可欠です。
これらの連携・協働を前提として、本公園および周辺地域が有する多様な資源と個性に、私たちが

全国の都市公園や海上公園等の管理運営で培ってきた経験やノウハウを全力で注ぎ入れることにより、
環境の質の向上と活気ある個性的な公園づくりを通じて、海の森公園の価値を高めていきます。

3. コンソーシアム構成員の管理運営実績と役割分担

構成員(代表者) 構成員 主な協力企業

管理
運営
実績

全国の都市公園､都立公園３グ
ループ、自然観察センター 等

全国の国営公園や都市公園､
オートキャンプ場、野外教育施
設、海の森水上競技場 等

①整備段階から本公園の協働事業を担っ
ているNPO ②海の森水上競技場の施設･
設備管理を担う企業 ③多数の都立公園
の植栽管理実績を持つ企業

役割
分担

全体統括､植物管理、協働事業、
総務経理、自主事業､利用者
サービス

施設･設備管理、清掃、協働事
業、企画･広報、自主事業、利
用者サービス

①協働事業、自主事業
②施設・設備管理、清掃
③植栽管理

本公園の運営にあたっては以下の役割分担を基本としますが、限られた人員体制であることを踏
まえて、利用状況等に応じて横断的かつ柔軟に役割を補完し合い、高い効用の発揮に努めます。

管理運営の
基本理念

海上公園のフラッグシップパークとして、
自然環境再生と賑わいづくりを協働で深化していきます

【空間】

・海上公園で最大
規模の広場がある

・海に囲まれた23区
内の｢島｣

【成り立ち】

・ごみの埋立地から
緑の島へ再生

・資源循環で整備

【その他】

・都民参加で整備

・植樹等、整備段階
から次世代も関与

・民間企業のCSR活
動の場として期待

本公園の特徴 利活用方針

非日常的な
屋外ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

環境再生
環境学習

人材育成

交流拠点

海の森水上競技場
や舟運との連携

主な取組

・ボランティアや民間企業等
との連携･協働で森づくりを
実施し､環境再生活動を推進

・東京都の学習指導要領を踏
まえ、公園の成立ちや生物
多様性等を学ぶ環境学習プ
ログラムを整備･提供し、
小学校等の団体利用を促進

・東京都が進める海の森子供
レンジャー活動等と連携し
て環境への関心を高め､自ら
行動できる人材を育成･支援

・海の森倶楽部会員をはじめ
多様な主体と連携して音楽
等集客イベントを誘致･開催

・海の森水上競技場との共催
イベントや広報連携により
相互利用を促進。また、緊
急時の連携体制を構築

私たちが持つノウハウ

・里山づくりや樹林地管理
におけるボランティア等
との協働の実績

・野外フェス、マルシェ、
アウトドア系など大型
集客イベント誘致･開催

・野外教育施設やバーベ
キュー場等の運営

・海の森水上競技場を運営

・多様な環境学習プログラ
ムの提供により、環境教
育･校外学習を多数受入

・公園や地域の資源を活用
した各種イベントや体験
プログラムを多数実施

・整備段階から本公園で
活動する団体や企業等
とのネットワーク

海上公園における森づくりと環境学習の一大拠点となり、
交流や周遊をする多様な人々が集う、賑わいと活気ある公園に

指定管理終了
後の公園の姿



都に代わって公の施設の管理運営を行う指定管理者は、法令や条例等に基づいて適切に管理運営を行う
とともに、事業主体としての社会的責任を積極的に果たす必要があります。
法令や条例等に基づき、障害者に対する社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な配慮、障
害者の雇用、公の施設における不当な差別的言動の防止、事業活動に係る環境負荷の低減等について、
社会情勢の変化を踏まえ、指定管理者としてどのように社会的責任を果たすか、具体的な取組を示してく
ださい。

（３）指定管理者の責務

1. 基本的な考え方

2. 障がい者に対する社会的障壁の除去の実施

私たちは、公の施設を管理運営する者として、自覚と責任ある行動をとるとともに、利用者
との接点とコミュニケーションを大切にした“顔”の見える管理運営を実践します。

障害者差別解消法の改正(令和6年4月1日)を受け、障がいのある方から申出があった際に合
理的配慮を提供することを通じて、障がいの有無にかかわらず誰もが相互に尊重し支えあう
「共生社会」の実現を目指します。また、国籍・性別・年齢、LGBTQ＋、人種、言語、思想、
信条の違い等があることを十分理解し、その多様性を尊重した対応を徹底します。
指定管理業務全体を通じて、本公園の成り立ちや活かすべき特徴、並びに2022年に改定され

た「東京都環境基本計画」に基づき、環境への負荷を低減する管理運営を実践します。

●「共生社会」の実現に向け、別表のとおり様々な利用者への配慮ある取組を行うとともに、
障がいのある方への対応について、全ての公園スタッフが基本的知識を身に着ける研修を実
施し、障がいの特性を踏まえた適切な配慮を行います。

●「公共サービス窓口における配慮マニュアル(内閣府)」を活用し、思い込みや押し付けでは
なく、利用者が必要とされているサポートを行います。

●受付窓口にコミュニケーション支援ボードを配備するほか、公園スタッフはピクトグラム
で指差し会話ができるカードを常時携行します。

●未舗装園路や行き止まり、急勾配園路、階段迂回路、休憩施設、バリアフリートイレ等の
情報を示したサポートマップを作成・提供し、快適な園内移動と滞在を確保します。

3. 障がい者が活躍する場の提供

●私たちが管理運営する公園では、地域の福祉事業所や障がい者施設等と、軽作業の依頼や商
品のウェルフェアトレード販売を通じた関係性を構築しています。本公園でも、障がいを持
つ方々の働き甲斐の向上と経済的な自立並びに社会参加を促し、社会の障がい者理解の後押
しとなる事業を検討していきます。

●私たちは「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、障がいのある方も働きやすい職
場環境づくりを行い、障がい者の雇用を検討していきます。

●「人権は誰もが尊重されるべきものであり、国籍や文化の違いを理解し合い、お互いを思い
やる」という精神を公園づくりに反映していきます。

●表現の自由その他日本国憲法の保障する自由と権利を不当に侵害することのないよう留意し
つつ、東京都と連携して不当な差別的言動の恐れのある活動等に対して使用制限を行う等、
対応マニュアルを作成するとともに、研修を実施して確実に対応できる体制を構築します。

●利用者からの不当・悪質なクレームへの対応法等を学ぶカスタマーハラスメント研修を実施
して、スタッフが安心できる職場環境を確保し、利用者サービスの質的向上につなげます。

4. 不当な差別的言動の防止

5. 事業活動に係る環境負荷の低減

●私たちは、別紙添付資料のとおり様々な環境負荷低減への取組

を通じて、｢東京都環境基本計画｣における｢2050年脱炭素､2030

年カーボンハーフ｣の実現に貢献します。

●本公園に関わりの深いSDGsのターゲット目標を理解し、達成に

向かって取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献します。

●自然資源や都市環境の保全・活用への都民の関心と理解を深め、

次世代に継承します。

WWF主催の「EARTH HOUR」
に賛同し、環境アクションを実施



（３）指定管理者の責務 別紙添付資料

●様々な利用者への具体的な取組

主
な
取
組
・対
応
例

快適な移動と
滞在時間の確保

・高齢者・障がい者・介添え者へのアンケートやヒアリングの実施
・「建築物移動等円滑化基準チェックリスト」（バリアフリー新法）に基づく施設改善
・未舗装園路、行き止まり、急勾配園路、階段迂回路、休憩施設、バリアフリートイ
レなどの情報を示したサポートマップを作成・提供

・車いす、ベビーカーの貸出
・障がい者団体への利用方法のコーディネートや車両誘導など
・車いす体験・高齢者疑似体験などの研修の実施

わかりやすい
案内誘導と
注意喚起

・サインとリーフレット・ホームページとのピクトグラムやデザインの統一
・表示内容は、ピクトグラム、文字サイズ、カラー、多言語などの最適化を図り、
景観にも配慮して作成・設置（「標準案内用図記号ガイドライン」や「観光活性化
標識ガイドライン」などを参考）

・危険を知らせる表示は、子どもにもわかりやすいイラストや平仮名を使用

●資源循環型管理の推進（廃棄物発生の抑制、リサイクル推進、発生材の適正処理）

循環型植栽維持
管理の推進

・植栽管理における発生材は園内処理を基本とし、コンポストやバイオネストを設置するこ
とで、剪定枝や枯れ葉・花殻などを堆肥として土に循環

廃棄物減量への
取組

・コピー機やプリンターのトナーカートリッジは、回収・再利用を業者に要請
・購入品納入時の梱包材・包装紙・ビニール袋などは不要であることを事前に告知
・清掃洗剤や文房具類は、詰替用や取替用を使用。また、ごみ袋の抑制とあわせて、プラス
チックごみの排出を抑制

・施設設備などの点検・修繕を適切に行い、異常・故障発生を防ぎ、廃棄物を抑制
・工作物や道具類は、修理・改良しながら可能な限り長期間使用
・廃棄物の処理などを業者に委託する場合は、適正に処理されていることを確認

用紙類使用量の
抑制

・資料や文書の印刷・コピーは、できる限りモノクロとし、両面・縮小・集約を推進
・資料や文書は、印刷時に頁数・部数が必要最小限の量となるよう作成・編集
・個人情報・機密事項に留意し、ミスコピーや使用済文書、使用済封筒を再活用

リサイクル向上 ・ごみの分別促進やエコキャップ推進運動など、リサイクル率の向上を推進

グリーン購入の
推進

・紙、事務用品などはエコマーク商品やグリーンマーク商品、再生紙使用マークのついた商
品を優先的に購入、使用するなど「グリーン購入」を推進

●環境負荷低減への取組

●スマートエネルギー都市の実現に向けた取組（エネルギー使用量削減、再生可能エネルギー活用）

省エネルギー
への取組

・冷暖房は適正温度で使用、夏季の軽装及び冬季の重ね着などを推進
・事務室・管理用の諸室の照明は、こまめに消灯
・定期的な水道メーターチェックにより漏水などの異常を早期に発見
・パソコン、コピー機、プリンターなどは、省エネルギーモードに設定
・タップ式コンセントスイッチ使用により待機電力を抑制

省エネルギー型
自販機の設置

・自動販売機の空き缶やペットボトルなどは設置業者による再資源化を要請
・自動販売機の排熱を有効活用することで、従来機に比べ電気使用量を30％削減可能な
  ヒートポンプ式自動販売機を設置（夏季の電気消費ピーク時に一定時間の冷却停止機能
  や、販売直前の商品のみを冷却・保温する機能などで環境負荷を低減）

排気ガスの
抑制など

・日常点検などの管理作業を伴わない場合は、できる限り園内を自転車で移動
・管理用自動車は、急発進、急加速、駐停車中の不要なアイドリングを禁止
・管理用自動車は安全かつ効率的な運転に努め、不要な荷物を積んだままの走行禁止

●利用者の安全性・快適性につながる取組（光熱量の抑制、暑さ対策）

クールスポット
などの創出

・微細ミストの設置やグリーンカーテンの推進など、暑さを緩和するクールスポットを創出
することにより、本公園の利用者が真夏でも心地よく過ごせる環境づくりを推進

適切な
植物管理

・水上競技場と一体でグリーンインフラを形成し、大気浄化や気象緩和に貢献
・植栽木については、計画的な剪定・害虫駆除により良好な成長を促し、快適な緑陰の形
成を促進。病虫害の早期発見に努め、できる限り薬剤散布を回避
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常に適切な管理水準を確保するために、連絡調整を図る機能が不可欠です。組織体制・指揮命令系統や
管理所と統括組織の役割分担、都との連携について、平常時・夜間・災害発生時等による対応に分けて、
指定管理者の取組を具体的に記載してください。
コンソーシアムの場合は、各構成員の役割分担や連携についても示してください。

（２）組織体制・指揮命令系統と役割分担

1. 基本的な考え方

2. 組織体制及び指揮命令系統

私たちは、本公園を円滑に管理するため、以下の方針に基づき、指揮命令系統・連絡調整
機能を発揮する体制を確立します。災害発生時等の緊急時には東京都をはじめ消防署・警察
署、近隣施設等と円滑で強固な連絡・連携を図り、適切な対応を行います。

● 日常の報告連絡相談による都や消防署・警察等との綿密な連携体制確立
● 緊急時の役割分担や連携において、シフトによる体制の欠如が生じないよう、構成員間で補完しあう横断的

な体制を構築
● 本公園の管理運営に携わるスタッフ（公園管理事務所や協力企業等）を対象とした緊急時対応訓練の実施
● 発災時・被災時は、現地と共同体本部との円滑な連携により迅速に安全を確保し、早期に施設機能を復旧

都民ニーズを的確につかみ、利用者サービスを臨機応変に提供する「現場力」は、緊急時
や災害発生時の被害軽減において、さらに高く求められます。私たちは主体的に問題を解決
する力、変化に対応する力、迅速に実行する力といった「現場力」を重視し、公園管理に必
要な専門的知識や経験豊かなスタッフを現場に配置し、迅速かつ適切に業務を執行します。

災害発生時には、公園管理事務所と共同体本部・関係機関等が密に連携し、迅速な情報共
有や問題・課題の早期解決に「組織力」で対応します。各構成員は、本公園で策定する独自
の危機管理マニュアルに基づき、情報班や対策班等その役割に応じて迅速に活動します。

また、隣接する海の森水上競技場との連携をベースとして、構成員の事業所やグループ企
業、構成員が管理運営する他の公園・施設等からの支援体制を構築します。

①平常時
・ 共同体本部を代表者内に設置し、公園管理事務所や共同体本部等は別紙添付資料のような役割分担で事業

を執行します。

・ 公園管理事務所では、毎日の朝礼で、その日の出勤者による緊急連絡体制を確認します。

 ・ 災害発生時に備え、防災備蓄品の数量や使用（賞味）期限等の定期的なチェックを行います。

②夜間・早朝
・ 夜間警備、園内パトロール等、園内の利用状況に応じた巡回警備を適宜行います。

・ 夜間の気象災害注意報や警報発令時には、公園管理事務所で状況に応じた「連絡体制」「待機態勢」をとります。

・ 夜間や早朝に災害が発生した場合は、業務用携帯電話を通じて連絡を取り合い、必要に応じて速やかに現

地に参集します。利用者の安全を最優先に、東京都及び関連機関との間で連絡･調整を行います。

・ 連続して発生する施設損傷等、公園施設や周辺施設への迷惑行為が懸念される場合は、特別警備を行う等、

臨機応変な態勢で臨みます。

・ 閉園後の残留者対策は、段階的なチェック体制により見落としが発生しないよう対応します。万が一残留者

がいた場合にも、警備会社の協力を得て、速やかに対応できる体制を構築します。

③災害発生時
・ 災害発生時には、別紙添付資料のとおり、災害発生時の体制へ速やかに転換を行います。共同体本部には

災害対策本部を設置し、総務班・情報班・対策班を置きます。

・ 各構成団体は、機材・物資・人員等、必要な支援を行います。

・ 安否情報システムを導入し、災害発生時に各スタッフに一斉送信することにより安否の状況確認を行います。

・ 夜間の被災を想定し、構成員の職員を含めて最短で参集できる応援要員を確保します。

・ 気象災害や震災等、様々な災害を想定して作成する危機管理マニュアルに基づいて対応要員を参集し、業

務を遂行します。

・ 災害発生時のための避難誘導ガイドを作成し、ピクトグラムによる外国人を含む多様な利用者の避難誘導

に備えます。

・ 甚大な被害により帰宅手段が絶たれた利用者には、帰宅困難者の「一時滞在施設」に指定されている海の

森水上競技場への避難誘導を行います。




